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指導者 栗栖 直人  

   

 

 

○ 単元観 

  本単元は，アルファベットの文字を題材とする初めての単元であり，日頃から多くのアルファベットの文字

に囲まれて生活していることに気付くとともに，大文字とその読み方に慣れ親しむことができる。 

また，小学校学習指導要領（平成 29年告示）解説の（1）イ「英語の音声やリズムなどに慣れ親しむととも

に，日本語との違いを知り，言葉の面白さや豊かさに気付くこと。」，（2）ア「自分のことや身近で簡単な事柄

について，簡単な語句や基本的な表現を使って，相手に配慮しながら伝えること。」，（3）ア（ウ）「文字の読

み方が発音されるのを聞いて，活字体で書かれた文字と結び付ける活動。」，（3）イ（ア）「知り合いと簡単な

挨拶を交わしたり，感謝や簡単な指示，依頼をして，それらに応じたりする活動」の内容を受けて設定したも

のである。 

「聞くこと」の活動で体験的に文字に親しみ，「話すこと」の「やり取り」と「発表」の活動として自分の

名前の頭文字を伝え合うことで，主体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養うこと

ができると考える。 

 

○ 児童観 

本単元を学習するに当たり，外国語活動のアンケートを実施したところ，次のような結果が得られた。 

内容 肯定的回答 

外国語を話すことは楽しいです。 91% 

外国語を話すときは言葉の読み方に気をつけながら話しています。 77% 

英語でやり取りをするときには，相手の言ったことにうなずいたり，英語で返事したりしてい

ます。 
64% 

  授業の中では，意欲的にチャンツを口ずさむ児童が多く，振り返りを意欲的に行う児童も多い。しかし，交

流する際には，自信がなく声が小さくなったり，英語を使わず交流しようとしたりする児童もいる。 

  また，やり取りをするときに，相手の言ったことにうなずいたり，英語で返事したりする児童は少なく，コ

ミュニケーションが円滑に行われていないことが考えられる。 

 

○ 指導観 

  指導に当たっては，まず，TVや NHK，DS などの児童に身近な言葉のアルファベットカードを提示しながら身

の回りには活字体の文字で表されているものがたくさんあることに気付かせ，その文字を読めるようになりた

いという意欲をもたせる。また，先生の名前のイニシャルを紹介し，それが日常場面でも使われることがある

ことを伝えることで，自分のイニシャルを知りたいという意欲をもたせ，イニシャルを伝え合うというゴール

を設定する。 

第３学年１組 外国語活動 学習指導案 

令和３年１０月２５日（月）５校時 

単元名：ALPHABET アルファベットとなかよし 

～イニシャルをしょうかいしよう～ 

男子１９名 女子２０名 計３９名 

単元について 
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情報収集の過程では，チャンツなど音声を十分に聞かせた上で，繰り返し言うことを通してアルファベット

の読み方に慣れ親しませる。また，文字の形を指でなぞったり，発音される文字の読み方と書かれた文字とを

結び付けたりする活動を行いながら文字に対する認識を高め，興味・関心が高まるようにする。さらに，アル

ファベット文字当てクイズやアルファベット大文字探しといった活動を行いながら体験的に文字に親しませ

ていく。このように，文字に慣れ親しませることで自信や意欲を高めながら，段階的に「話す」活動へつなげ

ていく。 

  まとめ・創造・表現の過程では，名前を書くときはヘボン式ローマ字が使われることを知り，名前を書く活

動を行う中で，自分のイニシャルについて理解する。イニシャルを伝え合う活動を行うに当たり，「Hello」や

「My name is ～」などの簡単な挨拶や基本的な表現を使ったり，「Thank you」といった英語で返事と会釈を

したりする場面を設定することで，英語を用いたコミュニケーションの楽しさを実感できるようにする。活動

の中で，英語を使っていない児童を見付けたら，教師が率先して相手になってやり取りをしながら，表現の仕

方について確認する。また，クラスの中でどの文字がイニシャルとして多く使われているか考える活動を設定

することで，多くの人と伝え合いたいという意欲をもたせる。 

振り返りにおいては，「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」という外国語活

動の評価の 3観点に沿った振り返りとともに単元の初めに立てた「ゴールの見通し」の視点で自らの学びを振

り返らせ，外国語を使ってやり取りができたことへの自信や，自らの成長に気付かせたい。 

  

 

 

 

〇英語の音声やリズムなどに慣れ親しむとともに，日本語との違いを知り，言葉の面白さや豊かさに気付く。 

                                          【知識・技能】 

〇自分のことや身近で簡単な事柄について，簡単な語句や基本的な表現を使って，相手に配慮しながら，伝え 

合う。                                              

  【思考・判断・表現】 

〇英語を使ったやり取りを通して，基本的な表現を用いて主体的にコミュニケーションを図ることを楽しむこ 

とができる。 

〇ジェスチャーや動作等の非言語手段を用いながら，相手と分かり合えるよさを味わい，自己の成長に気付く。           

                   【主体的に学習に取り組む態度】 

 

 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

英語の音声やリズムなどに慣

れ親しむとともに，日本語との

違いを知り，言葉の面白さや豊

かさに気付いている。 

 

自分のことや身近で簡単な事柄

について，簡単な語句や基本的な

表現を使って，相手に配慮しなが

ら，伝え合っている。  

英語を使ったやり取りを通して，基

本的な表現を用いて主体的にコミュ

ニケーションを図ることを楽しんで

いる。 

ジェスチャーや動作等の非言語手

段を用いながら，相手と分かり合える

よさを味わい，自己の成長に気付いて

いる。 

 

単元の目標及び内容について 

単元の評価規準 
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他教科との関連 

 Ｂ 

【知識・技能】 
・身の回りには活字体の文字で表されているものがあることに気付き，活字体の大文

字とその読み方に慣れ親しんでいる。 

【思考力】 

【表現力】 

・自分の姓名の頭文字について，簡単な語句や表現を用いて，相手に配慮しながら伝

え合っている。 

【主体性】 

【自己理解】 

・ジェスチャーや動作等の非言語手段を用いながら，相手と分かり合えるよさを味わ

い，自己の成長に気付いている。 

時 
学習内容 

【育成したい資質・能力】 

評 価 

知 思 態 評価規準（評価方法） 

 
国語科「ローマ字」 

・日常使われている簡単な単語についてローマ字で表記されたものを読み，ローマ字で書く。 

1 

 

 

〇身の回りにはアルファベットの文字で表されているものが
たくさんあることに気付き，その文字を読めるようになりた
いという意欲をもたせる。 

・頭文字でグループづくりを行う中で，基本的な表現を用いて
主体的にコミュニケーションを図る。 

・TV，CD，お菓子のパッケージやチラシなど実物を提示し，身
の回りにはアルファベットの文字で表されているものがた
くさんあることを知る。 

・ABC Song を歌い，活字体の文字の読み方を知る。 
                    【知識・技能】 

○   ・身の回りにはアルファベッ

トの文字で表されている

ものがたくさんあること

に気付いている。 
（行動観察，発言，ワークシ

ート） 

２ 

 

 

○アルファベットの文字の形や読み方の特徴に気付く。 
・アルファベット文字当てクイズや文字のグループ分けをし
て，アルファベットの大文字の形に慣れ親しむ。 

・アルファベットの大文字を識別し，読んだりなぞり書きをし
たりする。 

                    【知識・技能】 

○   ・アルファベットの大文字を

識別し，読んでいる。（行

動観察，発言，振り返りカ

ード） 
 

３ 

〇身の回りにはアルファベットの文字で表されているものが

たくさんあることを実感し，アルファベットの大文字とその

読み方に慣れ親しむ。 

・聞こえたアルファベットのカードを並べる活動を行い，アル

ファベットの読み方に慣れ親しむ。 

・身の回りにあるアルファベットを友だちに紹介したり，友だ

ちが探したアルファベットを聞いたりする。 

・自分の名前をなぞって書く活動を行い，ヘボン式ローマ字を

使うことを知る。 

【知識・技能】 

○   ・身の回りにはアルファベッ
トの文字で表されている
ものがあることに気付き，
活字体の大文字とその読
み方に慣れ親しんでいる。 

（行動観察，発言，振り返り
カード） 

単元で育成したい資質・能力 

指導と評価の計画 全５時間 

課題の設定（１） 

情報の収集（２）

（（1/3） 
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（１）本時の目標 

 〇 自分の姓名の頭文字について，簡単な語句や表現を用いて，相手に配慮しながら伝え合おうとする。 

  

（２）本時の評価規準 

 〇 自分の姓名の頭文字について，簡単な語句や表現を用いて，相手に配慮しながら伝え合っている。                            

【思考・判断・表現】 

                    

（３）本時の学習展開（４時間目/全５時間） 

時 
学習内容 

【育成したい資質・能力】 

評価 

知 思 態 評価規準（評価方法） 

４ 

 

 

〇相手に伝わるように工夫しながら，自分の姓名の頭文字を伝

える。本時 

・自分の名前の頭文字を確認し，活動の仕方を知る。 

・自分の姓名の頭文字をグループで伝え合う。 

【思考力・表現力】 

 ○  ・自分の姓名の頭文字につい

て，簡単な語句や表現を用

いて，相手に配慮しながら

伝え合っている。 

（行動観察．発言，ワークシ

ート，振り返りシート） 
 

５ 

 

 

学びのモニタリング 

○自らの学びや学び方を振り返る。 

・単元の初めに立てた「ゴールの見通し」の視点で振り返りカ

ードを基に自らの学びを振り返る。 

【主体性・自己理解】 

 

  ○ ・ジェスチャーや動作等の非
言語手段を用いながら，相
手と分かり合えるよさを
味わい，自己の成長に気付
いている。 

（行動観察，振り返りシー
ト） 

学
習
過
程 

学習活動 

○主な発問 

・予想される児童の反応 

 

◇指導上の留意事項 

★めざす児童の姿 

◆「努力を要する」状況と判断した 

児童への指導の手立て 

評価規準〔観点〕 

（評価方法） 
◎本時で付けたい力 

本時の学習 

まとめ・創造・表現（１） 

振り返り（１）

（1/3） 
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導
入 

１ 挨拶，曜日・月日・天気についての

応答を英語で行う。 

〇Please answer 3 questions. 

・Hello,○○先生. 

・I’m fine. 

・It’s sunny. 

・It’s Monday. 

・It’s October 25th. 

 

２ 【Let’s Sing】ABC Song （p.23） 

デジタル教材を見ながら，歌を歌う。 

 

３ 【Small Talk】指導者のやり取りを

見て，本時の目標となるイニシャルの

伝え方を確認する。 

〇先生たちがどんなやり取りをしてい

るのか，考えながら聞きましょう。 

  

A: Hello.  

B: Hello. 

A: I’m Kaita Nikohime, K and N.  

B: K and N. OK.  Please initial. 

A: OK. Here you are.   

B: Thank you. 

A: You’re welcome. 

 

４ 【Today’s Goal】本時のめあてを確

かめる。 

 

 

 

◇英語を用いて挨拶等を行うことで，

外国語活動への意欲を高める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇良い例と悪い例を示し，声の大きさ

や相手への反応など，相手を意識し

たコミュニケーションになるよう

にする。 

◇指導者のやり取りの映像を観て，本

時の活動のイメージをもたせる。 

◇お互いにイニシャルを言い合った

後のサインをもらう活動では，伝え

合う相手を意識させるために，感謝

や簡単な指示，それらに応じた返事

を言うようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相手に伝わるように自分の名前のイニシャルをしょうかいしよう。 

Today’s goal 
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展
開 

５ 自分の名前のイニシャルを伝える

表現を確認する。 

〇自分の名前のイニシャルを伝え合う

やり取りをしましょう。 

 

 

６ グループで伝え合う。 

〇グループの友達に，自分のイニシャル

を伝えましょう。 

 

 

 

 

 

 

７ クラスで多かったアルファベット

を知る。 

〇３－１で多いイニシャル 1 位は何の

文字でしょう。また，最も少ないレア

なイニシャルは何でしょう 

 

◇表現に慣れることができるように

単語はゆっくりと言うとともに，繰

り返し行う。 

◆英語での言い方が分からない児童

のもとへ行き，やり取りをしながら

言い方を確認する。 

 

◇グループのメンバーの人数は，３～

４人とし，やり取りは1対１で行い，

グループのすべての人と行うよう

にする。 

◇相手に聞き取りやすい声，相手が言

ったことに反応するなど相手に配

慮しながらコミュニケーションを

とることを再度確認する。 

 

◇グループのメンバーのイニシャル

を基に，どのアルファベットがイニ

シャルとして多く使われているか

予想させる。 

◇グループ別のイニシャルの集計表

を提示し，イニシャルごとに総数を

確認する。 

 

◎自分の姓名の頭文

字について，簡単

な語句や表現を用

いて，相手に配慮

しながら伝え合っ

ている。 

【思考・判断・表現】 

（行動観察［やり取

り］，ワークシー

ト，振り返りシー

ト） 

 

ま
と
め 

８ 本時の学習を振り返る。 

 

 

 

 

 

 

９ 振り返りを交流する。 

 

 

10 挨拶をする。 

 

 

 

 

 

 

 

◇自分のイニシャルを伝え合うやり

取りで，自分や友達のよかったとこ

ろなど，気付いたことを発表する。 

 

★めざす児童の姿（振り返り） 

・自分のイニシャルを「I’m ～.○and○.」を使って，伝えることができた。 

・イニシャルを伝え合うとき，相手の言ったことに対してはんのうしながら聞くこ

とができた。 

・自分のイニシャルをいろんな人に伝えたい。 
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Hello. 

Hello. 

I’ｍ Kaita Nikohime”K and N.”  

K and N.OK. 

Please initial . 

OK  

（イニシャルのサインを書く） 

Here you are. 

Thank you. 

You’re welcome. 

 

Reaction Clear voice Eye contact 

アルファベットとなかよし 

相手に伝わるように自分の名前のイニシャルをしょうかいしよう。 

Today’s goal 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学びのモニタリング 

ALPHABET アルファベットとなかよし。 

<イニシャルをつたえよう > 
 

（４）板書計画 

３－１イニシャル 

つたえ合うときに 

大切なこと 

・はっきりとした大きな声 

・分からなかったら，もう一度言ってあげる。 

・はんのうしながら聞く。 

A I E O K S T C N H F M Y R
1グループ 1 3 1 1 2
2グループ 1 1 1 1 1 1 2
3グループ 1 4 1 1 1
4グループ 1 1 1 1 1 2 1
5グループ 1 1 1 1 1 1 2
6グループ 2 1 1 1 2 1
7グループ 1 1 1 3 1 1
8グループ 2 1 1 2 2
9グループ 1 1 2 1 2 1
10グループ 1 1 1 1 2

TOTAL 1 2 2 5 11 6 10 1 4 9 2 7 12 8
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＜参考＞「学びのモニタリング」 

 

 

 

 

                           ３年  組（            ） 

課題に気付く力〈chance〉 

英語を聞いたり話したりすることを進んで行おうとしましたか。 

 

 

 

 

 

 

しっかり考える力〈challenge〉 

 自分のイニシャルをしょうかいするとき，簡単な語句や表現を用いて，伝えることができましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

自分のよさや成長に気付く力〈chain〉 

自分のイニシャルを伝え合う楽しさを感じたりすることができましたか。 

 

 ５  ４  ３  ２  １ 

とてもよく 
できた できた できなかった 

 

 ５  ４  ３  ２  １ 

とてもよく 
できた 

できた できなかった 

 

 ５  ４  ３  ２  １ 

とてもよく 
できた できた できなかった 

この学習の中で自分が成長したこと 

これからの生活で生かしていきたいと思うこと 


